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補償の請求書等の様式に関する規程の一部改正について（通知）

補償の請求書等の様式に関する規程（平成６年地基規程第１号）の一部を別添の

とおり改正し、平成２７年１０月１日から施行することとしたので、その実施に遺

漏のないように願います。



補
償
の
請
求
書
等
の
様
式
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
地
基
規
程
第
六
号
）

補
償
の
請
求
書
等
の
様
式
に
関
す
る
規
程
（
平
成
六
年
地
基
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
紙
様
式
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
中

を

「

職
名

□
常

勤

□
常

勤
的

非
常

勤

」

に
改
め
る
。

「

職
名

□
常

勤

□
令

第
１

条
職

員

」

別
紙
様
式
第
五
号
及
び
第
六
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

職
名

「

を

に
改
め
る
。

□
常

勤
□

常
勤

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

」

」



別
紙
様
式
第
七
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

を
」

」

６
旧

国
民

年
金

法
の

「

を

□
被

保
険

者
で

あ
た

□
被

保
険

者
で

は
な

か
た

っ
っ

。
。

受
給

関
係

」

「

６
他

法
年

金
の

に
、

□

｜
｜

｜
｜

｜
の

被
保

険
者

で
あ

た
□

被
保

険
者

で
は

な
か

た
っ

。
っ

。
受

給
関

係

」に
つ

同
〔

〕
の
５
中

を

に
、

注
意

事
項

旧
国

民
年

金
法

他
法

年
金

休
業

補
償

を
受

け
よ

う
と

す
る

者

「

「

「

」

」

請
求

す
る

休
業

補
償

と
同

一
の

事
由

に
よ

り
令

附
則

第
３

条
の

２
第

１
項

の
表

の
上

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
い

て

」
を
「

給
付

を
受

け
る

者
で

あ
る

と
き

は
□

の
被

保
険

者
で

あ
た

の
□

に
レ

印
を

記
入

す
る

と
、

「

｜
｜

｜
｜

｜
っ

。

」

と
も

に
そ

の
適

用
を

受
け

る
法

律
の

名
称

を
請

求
す

る
休

業
補

償
と

同
一

の
事

由
に

よ
て

、
、

」

、
「

に
改
め

っ

国
民

年
金

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

昭
和

年
法

律
第

号
附

則
第

条
第

１
項

に
規

定
す

る
年

金
た

（

6
0

3
4

）

3
2

年
金

証
書

の
記

号
番

号
及

び
所

る
給

付
に

該
当

す
る

障
害

年
金

の
給

付
を

受
け

て
い

る
場

合
に

は
」
を
削
り
、
「



ま
た

こ
の

請
求

書
に

係
る

補
償

の
支

轄
年

金
事

務
所

名
等

を
記

載
し

た
書

類
を

添
付

す
る

こ
と

。

」
の
下
に
「

、
給

決
定

後
に

令
附

則
第

３
条

の
２

第
１

項
の

表
の

上
欄

に
掲

げ
る

年
金

た
る

給
付

受
け

る
こ

と
と

な
っ

た
場

合
を

」
を
加
え
、
同
２
号
紙
の

（

）

７

に
は

速
や

か
に

そ
の

旨
書

類
で

報
告

す
る

こ
と

注
意

事
項

２
号

紙
、

。

〔

〕
の

を

に
改
め
る
。

中

「

「常
勤

的
非

常
勤

職
員

令
第

１
条

職
員

」

」

別
紙
様
式
第
八
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

を
」

」

者
で

は
な

か
た

「

６
旧

国
民

年
金

法
の

□
被

保
険

者
で

あ
た

□
被

保
険

っ
。

っ

を

。

受
給

関
係

」

「

６
他

法
年

金
の

。
受

給
関

係

□

｜
｜

｜
｜

｜
の

被
保

険
者

で
あ

た
□

被
保

険
者

で
は

な
か

っ
っ

。
た

に
、

」

注
意

事
項

旧
国

民
年

金
法

他
法

年
金

休
業

補
償

を
受

け
よ

う
と

す
る

者
に

つ

同
〔

〕
の
６
中

を

に
、

「

「

」

」

「

請
求

す
る

休
業

補
償

と
同

一
の

事
由

に
よ

り
令

附
則

第
３

条
の

２
第

１
項

の
表

の
上

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
い

て

」
を
「



給
付

を
受

け
る

者
で

あ
る

と
き

は
□

の
被

保
険

者
で

あ
た

の
□

に
レ

印
を

記
入

す
る

と
、

「

｜
｜

｜
｜

｜
っ

。

」

と
も

に
そ

の
適

用
を

受
け

る
法

律
の

名
称

を
て

、
、

」
に
改
め
、
「

請
求

す
る

休
業

補
償

と
同

一
の

事
由

に
よ

っ

国
民

年
金

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

昭
和

年
法

律
第

号
附

則
第

条
第

１
項

に
規

定
す

る
年

金
た

（

6
0

3
4

）

3
2

年
金

証
書

の
記

号
番

号
及

び
所

る
給

付
に

該
当

す
る

障
害

年
金

の
給

付
を

受
け

て
い

る
場

合
に

は

」
を
削
り
、
「

ま
た

支
轄

年
金

事
務

所
名

等
を

記
載

し
た

書
類

を
添

付
す

る
こ

と
こ

の
請

求
書

に
係

る
補

償
の

。

」
の
下
に
「

、
給

決
定

後
に

令
附

則
第

３
条

の
２

第
１

項
の

表
の

上
欄

に
掲

げ
る

年
金

た
る

給
付

を
受

け
る

こ
と

と
な

た
場

合
に

は
速

っ
、

を
加
え
る
。

や
か

に
そ

の
旨

書
類

で
報

告
す

る
こ

と
。

」

別
紙
様
式
第
九
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

を

に
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

」

」

を

「

６
旧

国
民

年
金

法
の

受
給

関
係

□
被

保
険

者
で

あ
た

□
被

保
険

者
で

は
な

か
た

っ
っ

。
。

」

「

。
６

他
法

年
金

の
受

給
関

係

□

｜
｜

｜
｜

｜
の

被
保

険
者

で
あ

た
□

被
保

険
者

で
は

な
か

た
っ

っ
。

」

「

〕

」
を
加
え
、
同
７
を
削
り
、
同
６
を
同
７
と
し
、

に
改
め
、
同
〔

〕
の
上
に

注
意

事
項

〔注
意

事
項

裏
面

参
照

。

同
５
を
同
６
と
し
、
同
４
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、

、
同

常
勤

的
非

常
勤

職
員

令
第

１
条

職
員

同
４
を
同
５
と
し



３
６

他
法

年
金

の
受

給
関

係
の

欄
に

は
請

求
す

る
障

害
補

償
年

金
３
を
同
４
と
し
、
同
２
の
次
に
「

「

」

、

、
と

同
一

の
事

由
に

よ
り

令
附

則
第

３
条

第
１

項
の

表
の

中
欄

に
掲

げ
る

年
金

た
る

給
付

を
受

け
る

者
で

あ
る

と
き

は

の
被

保
険

者
で

あ
た

の
□

に
レ

印
を

記
入

す
る

と
と

も
に

そ
の

適
用

を
受

け
る

法
律

「
□

」

｜
｜

｜
｜

｜
っ

。
、

の
名

称
を

記
入

す
る

こ
と

な
お

こ
の

請
求

書
を

提
出

す
る

と
き

に
そ

の
年

金
の

種
類

年
額

支
給

開
始

。

、
、

、
、

年
月

年
金

証
書

の
記

号
番

号
及

び
所

轄
年

金
事

務
所

名
等

を
記

載
し

た
書

類
を

添
付

す
る

こ
と

ま
た

こ
の

、
、

。

請
求

書
に

係
る

年
金

の
支

給
決

定
後

に
令

附
則

第
３

条
第

１
項

の
表

の
中

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
給

付
を

受
け

る
こ

と
と

。

な
っ

た
場

合
に

は
速

や
か

に
そ

の
旨

書
類

で
報

告
す

る
こ

と
、

。
」
を
加
え
る

別
紙
様
式
第
十
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

を

に
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

」

」

を

「

６
旧

国
民

年
金

法
の

受
給

関
係

□
被

保
険

者
で

あ
た

□
被

保
険

者
で

は
な

か
た

っ
っ

。
。

」

。

「

６
他

法
年

金
の

受
給

関
係

っ
っ

□

｜
｜

｜
｜

｜
の

被
保

険
者

で
あ

た
□

被
保

険
者

で
は

な
か

た
。

」

常
勤

的
非

常
勤

に
改
め
、
同
〔

〕
の
９
を
削
り
、
同
８
を
同
９
と
し
、
同
７
を
同
８
と
し
、
同
６
中
「

注
意

事
項

令
第

１
条

職
員

他
職

員
５

６

」
を
「

」
に
改
め
、
同
６
を
同
７
と
し
、
同
５
を
同
６
と
し
、
同
４
の
次
に
「

「



法
年

金
の

受
給

関
係

の
欄

に
は

請
求

す
る

障
害

補
償

年
金

と
同

一
の

事
由

に
よ

り
令

附
則

第
３

条
第

１
項

の

」

、
っ

表
の

中
欄

に
掲

げ
る

年
金

た
る

給
付

を
受

け
る

者
で

あ
る

と
き

は
の

被
保

険
者

で
あ

、

「

□｜
｜

｜
｜

｜

た
の

□
に

レ
印

を
記

入
す

る
と

と
も

に
そ

の
適

用
を

受
け

る
法

律
の

名
称

を
記

入
す

る
こ

と
な

お
こ

。
」

、

。

、
の

請
求

書
を

提
出

す
る

と
き

に
そ

の
年

金
の

種
類

年
額

支
給

開
始

年
月

年
金

証
書

の
記

号
番

号
及

び
所

、
、

、
、

轄
年

金
事

務
所

名
等

を
記

載
し

た
書

類
を

添
付

す
る

こ
と

ま
た

こ
の

請
求

書
に

係
る

年
金

の
支

給
決

定
後

に

。

、
令

附
則

第
３

条
第

１
項

の
表

の
中

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
給

付
を

受
け

る
こ

と
と

な
た

場
合

に
は

速
や

か
に

っ
、

。

そ
の

旨
書

類
で

報
告

す
る

こ
と

。
」
を
加
え
る

別
紙
様
式
第
十
一
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

を
」

」

同
〔

〕
の
５
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

注
意

事
項

常
勤

的
非

常
勤

職
員

令
第

１
条

職
員

別
紙
様
式
第
十
二
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

を
」

」

同
〔

〕
の
６
中
「

を
「

に
改
め
る
。

注
意

事
項

常
勤

的
非

常
勤

職
員

令
第

１
条

職
員

」

」



別
紙
様
式
第
十
三
号
の
二
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

を

に
改
め
る
。

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

」

」

別
紙
様
式
第
十
四
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

を
」

」
に
、

｢
｢

７
７

他
法

年
金

の
受

給
関

係
国

民
年

金
法

・
厚

生
年

金
保

を
険

法
等

の
受

給
関

係

｣
｣

注
意

事
項

厚
生

年
金

保
険

同
「

〕
」
の
５
中

を

に
、
「

〔

「国
民

年
金

法
・

厚
生

年
金

保
険

法
等

他
法

年
金

」

「

」

法
若

し
く

は
国

民
年

金
法

又
は

旧
船

員
保

険
法

国
民

年
金

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

昭
和

年
法

律
第

（

（

6
0

、
3
4

「

」

）

）

号
以

下
国

民
年

金
等

改
正

法
と

い
う

第
５

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
船

員
保

険
法

を
い

う

。

。
。

旧
厚

生
年

金
保

険
法

国
民

年
金

等
改

正
法

第
３

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
厚

生
年

金
保

険
法

を
い

う
若

（

。

）

し
く

は
旧

国
民

年
金

法
国

民
年

金
等

改
正

法
第

１
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

国
民

年
金

法
を

い
う

の
適

（

）

。
用

遺
族

補
償

年
金

と
同

一
の

事
由

に
よ

り
令

附
則

第
３

条
第

１
項

の
表

の
中

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
給

」
を
「



既
に

当
該

遺
族

補
償

年
金

と
同

一
の

事
由

に
よ

り
次

に
掲

げ
る

年
金

の
給

付
を

受
け

て
い

る
場

合
付

」
に
、
「、に

次
に

掲
げ

る
年

金
の

給
付

令
附

則
第

３
条

第
１

項
の

表
の

中
欄

に
掲

げ
る

年
金

た
に

は

」
を
「

｣

に

「

」
を｢

、

｣

に
改
め
、

る
給

付

１
国

民
年

金
等

改
正

法
附

則
第

条
第

１
項

に
規

定
す

る
年

金
た

る
保

険
給

付
に

該
当

す
る

遺
族

年
金

「(
)

8
7

２
国

民
年

金
等

改
正

法
附

則
第

条
第

１
項

に
規

定
す

る
年

金
た

る
保

険
給

付
に

該
当

す
る

遺
族

年
金

(
)

7
8

３
準

母
(

)
3
2

国
民

年
金

等
改

正
法

附
則

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

給
付

に
該

当
す

る
母

子
年

金
、

子
年

金
遺

児
年

金
又

は
寡

婦
年

金
、

厚
生

年
金

保
険

法
の

遺
族

厚
生

年
金

及
び

国
民

年
金

法
の

遺
族

基
礎

年
金

国
民

年
金

等
改

正
法

附
則

(
)

４

（

2
8

）

第
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
支

給
さ

れ
る

遺
族

基
礎

年
金

を
除

く
。

５
厚

生
年

金
保

険
法

の
遺

族
厚

生
年

金
当

該
補

償
の

事
由

と
な

っ
た

死
亡

に
つ

い
て

国
民

年
金

法
の

遺
(

)

（

）

族
基

礎
年

金
が

支
給

さ
れ

る
場

合
を

除
く

。
｣

(
)

６
国

民
年

金
法

の
寡

婦
年

金

を
削
り
、
同
６
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

常
勤

的
非

常
勤

職
員

令
第

１
条

職
員



別
紙
様
式
第
十
五
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

を

」

」

に
、

｢
｢

７
７

他
法

年
金

の
受

給
関

係
国

民
年

金
法

・
厚

生
年

金
保

を

険
法

等
の

受
給

関
係

｣
｣

注
意

事
項

厚
生

年
金

保
険

同
「

〕
」
の
６
中

を

に
、
「

〔

「国
民

年
金

法
・

厚
生

年
金

保
険

法
等

他
法

年
金

」

「

」

法
若

し
く

は
国

民
年

金
法

又
は

旧
船

員
保

険
法

国
民

年
金

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

昭
和

年
法

律
第

（

（

6
0

、
3
4

「

」

）

）

号
以

下
国

民
年

金
等

改
正

法
と

い
う

第
５

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
船

員
保

険
法

を
い

う

。

。
。

旧
厚

生
年

金
保

険
法

国
民

年
金

等
改

正
法

第
３

条
の

規
定

に
よ

る
改

正
前

の
厚

生
年

金
保

険
法

を
い

う
若

（

。

）

し
く

は
旧

国
民

年
金

法
国

民
年

金
等

改
正

法
第

１
条

の
規

定
に

よ
る

改
正

前
の

国
民

年
金

法
を

い
う

の
適

（

）

。
用

遺
族

補
償

年
金

と
同

一
の

事
由

に
よ

り
令

附
則

第
３

条
第

１
項

の
表

の
中

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
給

」
を
「

既
に

当
該

遺
族

補
償

年
金

と
同

一
の

事
由

に
よ

り
次

に
掲

げ
る

年
金

の
給

付
を

受
け

て
い

る
場

合
付

」
に
、
「、に

次
に

掲
げ

る
年

金
の

給
付

令
附

則
第

３
条

第
１

項
の

表
の

中
欄

に
掲

げ
る

年
金

た
に

は

」
を
「

｣

に

「

」
を｢

、

｣

に
改
め
、

る
給

付

１
国

民
年

金
等

改
正

法
附

則
第

条
第

１
項

に
規

定
す

る
年

金
た

る
保

険
給

付
に

該
当

す
る

遺
族

年
金

「(
)

8
7



２
国

民
年

金
等

改
正

法
附

則
第

条
第

１
項

に
規

定
す

る
年

金
た

る
保

険
給

付
に

該
当

す
る

遺
族

年
金

(
)

7
8

国
民

年
金

等
改

正
法

附
則

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

給
付

に
該

当
す

る
母

子
年

金
準

母
(

)
3
2

３
、

子
年

金
遺

児
年

金
又

は
寡

婦
年

金
、

厚
生

年
金

保
険

法
の

遺
族

厚
生

年
金

及
び

国
民

年
金

法
の

遺
族

基
礎

年
金

国
民

年
金

等
改

正
法

附
則

(
)

４

（

）

第
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
支

給
さ

れ
る

遺
族

基
礎

年
金

を
除

く
2
8

。
５

厚
生

年
金

保
険

法
の

遺
族

厚
生

年
金

当
該

補
償

の
事

由
と

な
た

死
亡

に
つ

い
て

国
民

年
金

法
の

遺
(

)

（

っ

）

族
基

礎
年

金
が

支
給

さ
れ

る
場

合
を

除
く

。
｣

(
)

６
国

民
年

金
法

の
寡

婦
年

金

を
削
り
、
同
７
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

常
勤

的
非

常
勤

職
員

令
第

１
条

職
員

別
紙
様
式
第
十
六
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

を
」

」

に
改
め
る
。

同
〔

〕
の
６
中

を
「

注
意

事
項

「常
勤

的
非

常
勤

職
員

令
第

１
条

職
員

」

」



別
紙
様
式
第
十
七
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

を
」

」

」

に
改
め
る
。

同
〔

〕
の
７
中
「

を
「

注
意

事
項

常
勤

的
非

常
勤

職
員

令
第

１
条

職
員

」

別
紙
様
式
第
二
十
三
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
改
め
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

を
」

」

注
意

事
項

６
２

遺
族

補
償

一
時

金
遺

族
特

別

同
〔

〕
の
６
か
ら

を
１
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
５
の
次
に

（

「

「

10

、
、

給
付

金
請

求
申

請
額

の
計

算
の

欄
中

遺
族

特
別

給
付

金
の

額
の

欄
の

記
入

に
つ

い
て

は

）

（

）

」

）

「
（

」
。

令
第

１
条

職
員

に
あ

て
は

別
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と
っ

。

」
を
加
え
る

別
紙
様
式
第
二
十
四
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
改
め
、

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

を
」

」

同
〔

〕
の
７
か
ら

を
１
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
６
の
次
に
「

「

（

）

注
意

事
項

７
２

遺
族

補
償

一
時

金
遺

族
特

別
給

付
金

11



っ
請

求
申

請
額

の
計

算
の

欄
中

の
欄

の
記

入
に

つ
い

て
は

令
第

１
条

職
員

に
あ

（

）

」

「

」

、

（

）

遺
族

特
別

給
付

金
の

額
、

」
を
加
え
る
。

て
は

別
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
こ

と

。

別
紙
様
式
第
二
十
五
号
の
１
号
紙
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
改
め
る
。

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

を
」

」



別
紙
様
式
第
三
十
九
号
中

「

６
国

民
年

金
の

受
給

関
係

支
給

さ
れ

て
い

る
支

給
さ

れ
る

こ
と

当
該

障
害

に
関

し
て

支
給

さ
れ

て
い

る
年

金
の

種
類

年
金

の
年

額
と

な
た

年
月

っ

円
年

月
昭

和

を

平
成

所
轄

年
金

事
務

所
年

金
証

書
の

名
等

□
旧

国
民

年
金

法
の

障
害

年
金

記
号

番
号

」



６
他

法
年

金
の

受
給

関
係

「

所
轄

年
金

年
金

の
種

類
年

金
の

年
額

年
金

証
書

の
支

給
開

始

事
務

所
等

記
号

番
号

年
月

に
、

」

旧
国

民
年

金
法

の
障

害
年

金
と

は
国

民
年

金
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律

同
〔

〕
の
５
中
「

注
意

事
項

「

」

、
昭

和
年

法
律

第
号

附
則

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

給
付

に
該

当
す

る
障

害
年

金
を

い
う

も

（

6
0

3
4

）

3
2

の
で

あ
る

こ
と

年
金

の
種

類
の

欄
に

は
受

給
権

者
が

傷
病

補
償

年
金

と
同

一
の

事
由

に
よ

り
受

。

」
を
「
「

」

、

に
改
め
る
。

給
す

る
令

附
則

第
３

条
第

１
項

の
表

の
中

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
給

付
の

名
称

を
記

入
す

る
こ

と
。

」



別
紙
様
式
第
四
十
号
中

「

６
国

民
年

金
の

受
給

関
係

支
給

さ
れ

て
い

る
支

給
さ

れ
る

こ
と

当
該

障
害

に
関

し
て

支
給

さ
れ

て
い

る
年

金
の

種
類

年
金

の
年

額
と

な
た

年
月

っ

年
月

円
昭

和

を

平
成

所
轄

年
金

事
務

所
年

金
証

書
の

名
等

□
旧

国
民

年
金

法
の

障
害

年
金

記
号

番
号

」



６
他

法
年

金
の

受
給

関
係

「

所
轄

年
金

年
金

の
種

類
年

金
の

年
額

年
金

証
書

の
支

給
開

始

事
務

所
等

記
号

番
号

年
月

に
、

」

注
意

事
項

旧
国

民
年

金
法

の
障

害
年

金
と

は
国

民
年

金
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律

同
〔

〕
の
５
中
「
「

」

、
昭

和
年

法
律

第
号

附
則

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

給
付

に
該

当
す

る
障

害
年

金
を

い
う

も

（

）

6
0

3
4

3
2

の
で

あ
る

こ
と

年
金

の
種

類
の

欄
に

は
受

給
権

者
が

障
害

補
償

年
金

と
同

一
の

事
由

に
よ

り
受

。

」
を
「
「

」

、

に
改
め
る
。

給
す

る
令

附
則

第
３

条
第

１
項

の
表

の
中

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
給

付
の

名
称

を
記

入
す

る
こ

と
。

」



別
紙
様
式
第
四
十
一
号
中

「

３
国

民
年

金
・

厚
生

年
金

保
険

等
の

受
給

関
係

支
給

さ
れ

て
い

る
支

給
さ

れ
る

こ
と

当
該

死
亡

に
関

し
て

支
給

さ
れ

て
い

る
年

金
の

種
類

年
金

の
年

額
と

な
た

年
月

っ

年
月

□
旧

船
員

保
険

法
の

遺
族

年
金

昭
和

円
□

旧
厚

生
年

金
保

険
法

の
遺

族
年

金
平

成

□
旧

国
民

年
金

法
の

を

□
母

子
年

金
□

準
母

子
年

金
年

金
証

書
の

所
轄

年
金

事
務

所

名
等

□
遺

児
年

金
□

寡
婦

年
金

記
号

番
号

□
厚

生
年

金
保

険
法

の
遺

族
厚

生
年

金

及
び

国
民

年
金

法
の

遺
族

基
礎

年
金

□
厚

生
年

金
保

険
法

の
遺

族
厚

生
年

金

□
国

民
年

金
法

の
寡

婦
年

金

」



３
他

法
年

金
の

受
給

関
係

「

年
金

証
書

の
支

給
開

始
所

轄
年

金
年

金
の

種
類

年
金

の
年

額
記

号
番

号
年

月
事

務
所

等

に
、

」

を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
、

同
〔

〕
の
４
中
「

注
意

事
項

当
該

死
亡

に
関

し
て

支
給

さ
れ

て
い

る
の

項
の

欄

」

次
に

掲
げ

る
年

金
の

給
付

を
受

け
て

い
る

と
き

は
該

当
す

る
□

に
レ

印
受

給
す

る
令

附
則

第
３

条
第

「

」
を
「

、
」
に
改
め
、

１
項

の
表

の
中

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
給

付
の

名
称

。

「(
)

１
旧

船
員

保
険

法
の

遺
族

年
金

国
民

年
金

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

（

（

6
0

昭
和

年
法

律
第

号
3
4

下
国

民
年

金
等

改
正

法
と

い
う

附
則

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

保
険

給
付

に
該

以

「

」

。

）

8
7

）

当
す

る
遺

族
年

金
を

い
う

。



２
旧

厚
生

年
金

保
険

法
の

遺
族

年
金

国
民

年
金

等
改

正
法

附
則

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

(
)

（

7
8

）

保
険

給
付

に
該

当
す

る
遺

族
年

金
を

い
う

。
３

旧
国

民
年

金
法

の
母

子
年

金
準

母
子

年
金

遺
児

年
金

又
は

寡
婦

年
金

国
民

年
金

等
改

正
法

附
則

(
)

（

、
、

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

給
付

に
該

当
す

る
母

子
年

金
準

母
子

年
金

遺
児

年
金

又
は

寡
3
2

、
、

）

婦
年

金
を

い
う

。
厚

生
年

金
保

険
法

の
遺

族
厚

生
年

金
及

び
国

民
年

金
法

の
遺

族
基

礎
年

金
国

民
年

金
等

改
正

法
附

則
(

)
４

（

2
8

）

第
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
支

給
さ

れ
る

遺
族

基
礎

年
金

を
除

く
。

５
厚

生
年

金
保

険
法

の
遺

族
厚

生
年

金
当

該
補

償
の

事
由

と
な

た
死

亡
に

つ
い

て
国

民
年

金
法

の
遺

(
)

（

っ

）

族
基

礎
年

金
が

支
給

さ
れ

る
場

合
を

除
く

。

」

(
)

６
国

民
年

金
法

の
寡

婦
年

金

を
削
る
。

別
紙
様
式
第
四
十
九
号
中

「

職
名

□
常

勤
職

名
□

常
勤

「

に
、

を

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

１
条

職
員

」

」

同
〔

〕
の
２
中
「

を
「

」
に
改
め
る
。

注
意

事
項

常
勤

的
非

常
勤

職
員

令
第

１
条

職
員

」



別
紙
様
式
第
五
十
四
号
の
１
号
紙
中

に
、
同
３
号
紙
（
表
）
中

「

□

□

常
勤

常
勤

「

□
常

勤
的

非
常

勤
□

令
第

一
条

職
員

を
」

」

｢

を

旧
国

民
年

金
法

の
障

害
年

金
の

支
給

の
有

無
□

有
□

無
旧

国
民

年
金

法
の

障
害

年
金

の
年

金
額

の
改

定
年

月

｣

｢

に
、

他
法

年
金

の
支

給
の

有
無

□
有

□
無

他
法

年
金

の
年

金
額

の
改

定
年

月

（_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

）

年
金

｣

同
〔

〕
の
Ⅲ
の
２
中

」
を
「

に
、

記
入

要
領

法
附

則
第

８
条

に
よ

る
調

整
関

係
他

法
年

金
の

支
給

の
有

無

「

」

（

）

「に
よ

る
旧

国
民

年
金

法
の

障
害

年
金

国
民

年
金

法
等

の
部

を
改

正
す

る
法

律
昭

和
年

法
律

第
号

（

一
6
0

3
4

の
支

給
の

有
無

に
つ

い
て

附
則

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

給
付

に
該

当
す

る
障

害
年

金
を

い
う

3
2

）

。
該

当
す

る
□

に
印

に
よ

り
令

附
則

第
３

条
の

２
第

１
項

の
表

の
上

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
給

付
を

受
け

÷

」
を
「

あ
る

と
き

は
□

有
年

金
の

□
に

印
を

記
入

す
る

と
と

も
に

そ
の

適
る

者
で

、
、

「

（_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

）
」

÷

に
改
め
る
。

用
を

受
け

る
年

金
た

る
給

付
の

名
称

」



別
紙
様
式
第
五
十
五
号
の
１
号
紙
中

「

「

に
、

□
旧

国
民

年
金

法
の

障
害

年
金

当
該

障
害

に
関

し
て

支
給

さ
れ

て
い

る
年

金
の

種
類

を
」

」

記
入

要
領

法
附

則
第

８
条

に
よ

る
調

整
関

係
当

該
障

害
に

関
し

て
支

給
さ

れ
て

い

同
〔

〕
の
Ⅰ
の
８
中

を

「

」

「

る
年

金
の

種
類

旧
国

民
年

金
法

の
障

害
年

金
国

民
年

金
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
昭

和
年

」
に
、
「

（

（

6
0

法
律

第
号

附
則

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

給
付

に
該

当
す

る
障

害
年

金
を

い
う

の
給

付
を

3
4

）

3
2

）

。
受

け
て

い
る

と
き

は
□

に
レ

印
受

給
す

る
令

附
則

第
３

条
第

１
項

の
表

の
中

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
給

付
の

名
、

」
を
「

、

「

「

に
改
め
る
。

称
常

勤
的

非
常

勤
職

員
令

第
１

条
職

員

」

」

に

同
Ⅰ
の
９
中

を

」

別
紙
様
式
第
五
十
六
号
の
１
号
紙
中

「

「

に
、

□
旧

国
民

年
金

法
の

障
害

年
金

当
該

障
害

に
関

し
て

支
給

さ
れ

て
い

る
年

金
の

種
類

を
」

」

記
入

要
領

法
附

則
第

８
条

に
よ

る
調

整
関

係
当

該
障

害
に

関
し

て
支

給
さ

れ
て

い

同
〔

〕
の
Ⅰ
の
４
中

を

「

」

「

る
年

金
の

種
類

旧
国

民
年

金
法

の
障

害
年

金
国

民
年

金
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
昭

和
年

」
に

（

（

6
0

、
「

法
律

第
号

附
則

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

給
付

に
該

当
す

る
障

害
年

金
を

い
う

の
給

付
を

3
4

3
2

）

）

。
受

け
て

い
る

と
き

は
□

に
レ

印
受

給
す

る
令

附
則

第
３

条
第

１
項

の
表

の
中

欄
に

掲
げ

る
年

金
た

る
給

付
の

名
、

」
を
「



に
改
め
る
。

称

」別
紙
様
式
第
五
十
七
号
の
１
号
紙
中

□
旧

船
員

保
険

法
の

遺
族

年
金

当
該

死
亡

に
関

し
て

支
給

さ
れ

て
い

る
年

「

「

□
旧

厚
生

年
金

保
険

法
の

遺
族

年
金

金
の

種
類

□
旧

国
民

年
金

法
の

□
母

子
年

金
□

準
母

子
年

金

を

に
、

□
遺

児
年

金
□

寡
婦

年
金

□
厚

生
年

金
保

険
法

の
遺

族
厚

生
年

金

及
び

国
民

年
金

法
の

遺
族

基
礎

年
金

□
厚

生
年

金
保

険
法

の
遺

族
厚

生
年

金

□
国

民
年

金
法

の
寡

婦
年

金

」

」

記
入

要
領

法
附

則
第

８
条

に
よ

る
調

整
関

係
当

該
死

亡
に

関
し

て
支

給
さ

れ
て

い

同
〔

〕
の
Ⅰ
の
６
中
「

「

」
を

る
年

金
の

種
類

次
に

掲
げ

る
年

金
の

給
付

を
受

け
て

い
る

と
き

は
該

当
す

る
□

に
レ

印
受

給

」
に
、
「

」
を
「

、

」
に
改
め
、

す
る

令
附

則
第

３
条

第
１

項
の

表
の

中
欄

に
掲

げ
る

年
金

た
る

給
付

の
名

称

。

「(
)

（

6
0

１
旧

船
員

保
険

法
の

遺
族

年
金

国
民

年
金

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

昭
和

年
法

律
第

号

（

3
4

下
国

民
年

金
等

改
正

法
と

い
う

附
則

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

保
険

給
付

に
該

以

「

」

。

）

8
7

）

当
す

る
遺

族
年

金
を

う
い

。
２

旧
厚

生
年

金
保

険
法

の
遺

族
年

金
国

民
年

金
等

改
正

法
附

則
第

条
第

１
項

に
規

定
す

る
年

金
た

る
(

)

（

7
8



）

保
険

給
付

に
該

当
す

る
遺

族
年

金
を

い
う

。
３

旧
国

民
年

金
法

の
母

子
年

金
準

母
子

年
金

遺
児

年
金

又
は

寡
婦

年
金

国
民

年
金

等
改

正
法

附
則

(
)

（

、
、

第
条

第
１

項
に

規
定

す
る

年
金

た
る

給
付

に
該

当
す

る
母

子
年

金
準

母
子

年
金

遺
児

年
金

又
は

寡
3
2

、
、

）

婦
年

金
を

い
う

。
４

厚
生

年
金

保
険

法
の

遺
族

厚
生

年
金

及
び

国
民

年
金

法
の

遺
族

基
礎

年
金

国
民

年
金

等
改

正
法

附
則

(
)

（

）

第
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
支

給
さ

れ
る

遺
族

基
礎

年
金

を
除

く
2
8

。
５

厚
生

年
金

保
険

法
の

遺
族

厚
生

年
金

当
該

補
償

の
事

由
と

な
た

死
亡

に
つ

い
て

国
民

年
金

法
の

遺
(

)

（

っ

）

族
基

礎
年

金
が

支
給

さ
れ

る
場

合
を

除
く

。

」

(
)

６
国

民
年

金
法

の
寡

婦
年

金

。

を
削
る

附
則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ

れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



補償の請求書等の様式に関する規程 新旧対照表（傍線部分は改正部分）

改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



改 正 後 改 正 前



- 1 -

◎

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
四
号
）

抄

（
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
施
行
）
（
第
六
条

関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
他
の
法
令
に
よ
る
給
付
と
の
調
整
）

（
他
の
法
令
に
よ
る
給
付
と
の
調
整
）

第
三
条

略

第
三
条

法
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
令

に
よ
る
年
金
た
る
給
付
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
第
三
十

九
条
の
二
に
規
定
す
る
年
金
た
る
補
償
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
年
金
た
る
補
償
」
と
い
う
。
）
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
給
付
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
率
は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
年
金
た
る
補
償
の
種
類
に
応
じ

、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
給
付
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
率
と
す
る
。

一

傷
病
補
償

一

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和

○
・
七
三

傷
病
補
償
年
金

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正

○
・
八
九

年
金
（
法
第

二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号

す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律

四
十
六
条
に

）
に
よ
る
障
害
厚
生
年
金
又

第
三
十
四
号
。
以
下
「
国
民
年

規
定
す
る
公

は
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元

金
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附

務
上
の
災
害

化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年

則
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定

及
び
第
十
条

金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
年
金
た
る
給
付
に
該
当
す

に
規
定
す
る

す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年

る
障
害
年
金
（
以
下
「
旧
国
民

公
務
上
の
災

法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
こ

年
金
法
の
障
害
年
金
」
と
い
う

害
に
係
る
も

の
表
に
お
い
て
「
平
成
二
十

。
）

の
を
除
く
。

四
年
一
元
化
法
」
と
い
う
。



- 2 -

）

）
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
障
害
共
済
年

金
若
し
く
は
平
成
二
十
四
年

一
元
化
法
附
則
第
六
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
障
害

共
済
年
金
（
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
「
障
害
厚

生
年
金
等
」
と
い
う
。
）
及

び
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十

四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）

に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
（
同

法
第
三
十
条
の
四
の
規
定
に

よ
る
障
害
基
礎
年
金
を
除
く

。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に

お
い
て
「
障
害
基
礎
年
金
」

と
い
う
。
）

二

障
害
厚
生
年
金
等
（
当
該

○
・
八
六

補
償
の
事
由
と
な
つ
た
障
害

に
つ
い
て
障
害
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

）
三

障
害
基
礎
年
金
（
当
該
補

〇
・
八
八

償
の
事
由
と
な
つ
た
障
害
に

つ
い
て
障
害
厚
生
年
金
等
又

は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法

附
則
第
三
十
七
条
第
一
項
に



- 3 -

規
定
す
る
給
付
の
う
ち
障
害

共
済
年
金
（
以
下
こ
の
表
及

び
次
条
第
一
項
の
表
に
お
い

て
「
平
成
二
十
四
年
一
元
化

法
改
正
前
国
共
済
法
に
よ
る

障
害
共
済
年
金
」
と
い
う
。

）
若
し
く
は
平
成
二
十
四
年

一
元
化
法
附
則
第
六
十
一
条

第
一
項
に
規
定
す
る
給
付
の

う
ち
障
害
共
済
年
金
（
以
下

こ
の
表
及
び
次
条
第
一
項
の

表
に
お
い
て
「
平
成
二
十
四

年
一
元
化
法
改
正
前
地
共
済

法
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
」

と
い
う
。
）
が
支
給
さ
れ
る

場
合
を
除
く
。
）

四

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を

○
・
八
九

改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十

年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下

こ
の
表
に
お
い
て
「
国
民
年

金
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）

附
則
第
三
十
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
年
金
た
る
給
付
の

う
ち
障
害
年
金
（
以
下
こ
の

表
及
び
次
条
第
一
項
の
表
に

お
い
て
「
旧
国
民
年
金
法
に
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よ
る
障
害
年
金
」
と
い
う
。

）

二

傷
病
補
償

一

障
害
厚
生
年
金
等
及
び
障

〇
・
八
二

年
金
（
法
第

害
基
礎
年
金

（
第
一
級

四
十
六
条
に

又
は
第
二

規
定
す
る
公

級
の
傷
病

務
上
の
災
害

等
級
に
該

及
び
第
十
条

当
す
る
障

に
規
定
す
る

害
に
係
る

公
務
上
の
災

傷
病
補
償

害
に
係
る
も

年
金
に
あ

の
に
限
る
。

つ
て
は
、

）

〇
・
八
一

）

二

障
害
厚
生
年
金
等
（
当
該

〇
・
九
一

補
償
の
事
由
と
な
つ
た
障
害

（
第
一
級

に
つ
い
て
障
害
基
礎
年
金
が

又
は
第
二

支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

級
の
傷
病

）

等
級
に
該

当
す
る
障

害
に
係
る

傷
病
補
償

年
金
に
あ

つ
て
は
、

〇
・
九
○

）
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三

障
害
基
礎
年
金
（
当
該
補

〇
・
九
二

償
の
事
由
と
な
つ
た
障
害
に

（
第
一
級

つ
い
て
障
害
厚
生
年
金
等
又

の
傷
病
等

は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法

級
に
該
当

改
正
前
国
共
済
法
に
よ
る
障

す
る
障
害

害
共
済
年
金
若
し
く
は
平
成

に
係
る
傷

二
十
四
年
一
元
化
法
改
正
前

病
補
償
年

地
共
済
法
に
よ
る
障
害
共
済

金
に
あ
つ

年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
を

て
は
、
〇

除
く
。
）

・
九
一
）

四

旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
障

〇
・
九
三

害
年
金

（
第
一
級

又
は
第
二

級
の
傷
病

等
級
に
該

当
す
る
障

害
に
係
る

傷
病
補
償

年
金
に
あ

つ
て
は
、

〇
・
九
二

）

三

障
害
補
償

一

障
害
厚
生
年
金
等
及
び
障

○
・
七
三

障
害
補
償
年
金

旧
国
民
年
金
法
の
障
害
年
金

〇
・
八
九

年
金
（
法
第

害
基
礎
年
金

四
十
六
条
に

二

障
害
厚
生
年
金
等
（
当
該

○
・
八
三

規
定
す
る
公

補
償
の
事
由
と
な
つ
た
障
害
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務
上
の
災
害

に
つ
い
て
障
害
基
礎
年
金
が

及
び
第
十
条

支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

に
規
定
す
る

）

公
務
上
の
災

三

障
害
基
礎
年
金
（
当
該
補

〇
・
八
八

害
に
係
る
も

償
の
事
由
と
な
つ
た
障
害
に

の
を
除
く
。

つ
い
て
障
害
厚
生
年
金
等
又

）

は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法

改
正
前
国
共
済
法
に
よ
る
障

害
共
済
年
金
若
し
く
は
平
成

二
十
四
年
一
元
化
法
改
正
前

地
共
済
法
に
よ
る
障
害
共
済

年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
を

除
く
。
）

四

旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
障

〇
・
八
九

害
年
金

四

障
害
補
償

一

障
害
厚
生
年
金
等
及
び
障

〇
・
八
二

年
金
（
法
第

害
基
礎
年
金

（
第
一
級

四
十
六
条
に

又
は
第
二

規
定
す
る
公

級
の
障
害

務
上
の
災
害

等
級
に
該

及
び
第
十
条

当
す
る
障

に
規
定
す
る

害
に
係
る

公
務
上
の
災

障
害
補
償

害
に
係
る
も

年
金
に
あ

の
に
限
る
。

つ
て
は
、

）

〇
・
八
一
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）

二

障
害
厚
生
年
金
等
（
当
該

〇
・
八
九

補
償
の
事
由
と
な
つ
た
障
害

（
第
一
級

に
つ
い
て
障
害
基
礎
年
金
が

又
は
第
二

支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

級
の
障
害

）

等
級
に
該

当
す
る
障

害
に
係
る

障
害
補
償

年
金
に
あ

つ
て
は
、

〇
・
八
八

）

三

障
害
基
礎
年
金
（
当
該
補

〇
・
九
二

償
の
事
由
と
な
つ
た
障
害
に

（
第
一
級

つ
い
て
障
害
厚
生
年
金
等
又

の
障
害
等

は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法

級
に
該
当

改
正
前
国
共
済
法
に
よ
る
障

す
る
障
害

害
共
済
年
金
若
し
く
は
平
成

に
係
る
障

二
十
四
年
一
元
化
法
改
正
前

害
補
償
年

地
共
済
法
に
よ
る
障
害
共
済

金
に
あ
つ

年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
を

て
は
、
〇

除
く
。
）

・
九
一
）

四

旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
障

〇
・
九
三

害
年
金

（
第
一
級

又
は
第
二
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級
の
障
害

等
級
に
該

当
す
る
障

害
に
係
る

障
害
補
償

年
金
に
あ

つ
て
は
、

〇
・
九
二

）

五

遺
族
補
償

一

厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る

〇
・
八
〇

遺
族
補
償
年
金

国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
八

〇
・
八
〇

年
金
（
法
第

遺
族
厚
生
年
金
又
は
平
成
二

十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
年

四
十
六
条
に

十
四
年
一
元
化
法
附
則
第
四

金
た
る
保
険
給
付
に
該
当
す
る

規
定
す
る
公

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

遺
族
年
金

務
上
の
災
害

る
遺
族
共
済
年
金
若
し
く
は

国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
七

〇
・
八
〇

及
び
第
十
条

平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
附

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
年

に
規
定
す
る

則
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規

金
た
る
保
険
給
付
に
該
当
す
る

公
務
上
の
災

定
に
よ
る
遺
族
共
済
年
金
（

遺
族
年
金

害
に
係
る
も

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
遺

国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
三

〇
・
九
〇

の
を
除
く
。

族
厚
生
年
金
等
」
と
い
う
。

十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
年

）

）
及
び
国
民
年
金
法
に
よ
る

金
た
る
給
付
に
該
当
す
る
母
子

遺
族
基
礎
年
金
（
国
民
年
金

年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年

等
改
正
法
附
則
第
二
十
八
条

金
又
は
寡
婦
年
金

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十

〇
・
八
〇

さ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金
を
除

九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
の
規

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

定
に
よ
る
遺
族
厚
生
年
金
及
び

「
遺
族
基
礎
年
金
」
と
い
う

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
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。
）

法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
規
定

二

遺
族
厚
生
年
金
等
（
当
該

〇
・
八
四

に
よ
る
遺
族
基
礎
年
金
（
国
民

補
償
の
事
由
と
な
つ
た
死
亡

年
金
等
改
正
法
附
則
第
二
十
八

に
つ
い
て
遺
族
基
礎
年
金
が

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給

支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

さ
れ
る
遺
族
基
礎
年
金
を
除
く

）

。
以
下
同
じ
。
）

三

遺
族
基
礎
年
金
（
当
該
補

〇
・
八
八

厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ

〇
・
八
四

償
の
事
由
と
な
つ
た
死
亡
に

る
遺
族
厚
生
年
金
（
当
該
補
償

つ
い
て
遺
族
厚
生
年
金
等
又

の
事
由
と
な
つ
た
死
亡
に
つ
い

は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法

て
国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
る

附
則
第
三
十
七
条
第
一
項
に

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る

規
定
す
る
給
付
の
う
ち
遺
族

場
合
を
除
く
。
）

共
済
年
金
（
以
下
こ
の
表
に

国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
る
寡

〇
・
八
八

お
い
て
「
平
成
二
十
四
年
一

婦
年
金

元
化
法
改
正
前
国
共
済
法
に

よ
る
遺
族
共
済
年
金
」
と
い

う
。
）
若
し
く
は
平
成
二
十

四
年
一
元
化
法
附
則
第
六
十

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給

付
の
う
ち
遺
族
共
済
年
金
（

以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
平

成
二
十
四
年
一
元
化
法
改
正

前
地
共
済
法
に
よ
る
遺
族
共

済
年
金
」
と
い
う
。
）
が
支

給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）

又
は
国
民
年
金
法
に
よ
る
寡
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婦
年
金

四

国
民
年
金
等
改
正
法
附
則

〇
・
八
〇

第
八
十
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の

う
ち
遺
族
年
金

五

国
民
年
金
等
改
正
法
附
則

〇
・
八
〇

第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の

う
ち
遺
族
年
金

六

国
民
年
金
等
改
正
法
附
則

〇
・
九
〇

第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
年
金
た
る
給
付
の
う
ち

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
又
は
寡
婦
年
金

六

遺
族
補
償

一

遺
族
厚
生
年
金
等
及
び
遺

〇
・
八
七

年
金
（
法
第

族
基
礎
年
金

四
十
六
条
に

二

遺
族
厚
生
年
金
等
（
当
該

〇
・
八
九

規
定
す
る
公

補
償
の
事
由
と
な
つ
た
死
亡

務
上
の
災
害

に
つ
い
て
遺
族
基
礎
年
金
が

及
び
第
十
条

支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

に
規
定
す
る

）

公
務
上
の
災

三

遺
族
基
礎
年
金
（
当
該
補

〇
・
九
二

害
に
係
る
も

償
の
事
由
と
な
つ
た
死
亡
に

の
に
限
る
。

つ
い
て
遺
族
厚
生
年
金
等
又

）

は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法

改
正
前
国
共
済
法
に
よ
る
遺
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族
共
済
年
金
若
し
く
は
平
成

二
十
四
年
一
元
化
法
改
正
前

地
共
済
法
に
よ
る
遺
族
共
済

年
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
を

除
く
。
）
又
は
国
民
年
金
法

に
よ
る
寡
婦
年
金

四

国
民
年
金
等
改
正
法
附
則

〇
・
八
七

第
八
十
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の

う
ち
遺
族
年
金

五

国
民
年
金
等
改
正
法
附
則

〇
・
八
七

第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の

う
ち
遺
族
年
金

六

国
民
年
金
等
改
正
法
附
則

〇
・
九
三

第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
年
金
た
る
給
付
の
う
ち

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
又
は
寡
婦
年
金

２

法
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
は
、
法

２

法
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
は
、
法

第
三
十
九
条
の
二
及
び
附
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ

第
三
十
九
条
の
二
及
び
附
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ

な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
年
金
た
る
補
償
の
額
か
ら
当
該
補
償
の

な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
年
金
た
る
補
償
の
額
か
ら
当
該
補
償
の

事
由
と
な
つ
た
障
害
又
は
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
前
項
の
表

事
由
と
な
つ
た
障
害
又
は
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
前
項
の
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
給
付
の
額
（
障
害
厚
生
年
金
等
及
び
障
害
基
礎

の
中
欄
に
掲
げ
る
給
付
の
額
（
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

年
金
が
併
給
さ
れ
る
場
合
又
は
遺
族
厚
生
年
金
等
及
び
遺
族
基
礎

遺
族
厚
生
年
金
及
び
国
民
年
金
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
基
礎
年
金

年
金
が
併
給
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
合
計
額
）
を
控
除
し
た
残

が
併
給
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
合
計
額
）
を
控
除
し
た
残
額
に
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額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

相
当
す
る
額
と
す
る
。

第
三
条
の
二

法
附
則
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

第
三
条
の
二

法
附
則
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

法
令
に
よ
る
年
金
た
る
給
付
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
給
付

法
令
に
よ
る
年
金
た
る
給
付
は
、
旧
国
民
年
金
法
の
障
害
年
金
と

と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
率
は
、
同
欄
に
掲
げ
る

し
、
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
率
は
、
〇
・
八
九
と
す
る

給
付
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
と
す
る
。

。

障
害
厚
生
年
金
等
及
び
障
害
基
礎
年
金

○
・
七
三

障
害
厚
生
年
金
等
（
当
該
補
償
の
事
由
と
な
つ
た

○
・
八
六

障
害
に
つ
い
て
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
場

合
を
除
く
。
）

障
害
基
礎
年
金
（
当
該
補
償
の
事
由
と
な
つ
た
障

〇
・
八
八

害
に
つ
い
て
障
害
厚
生
年
金
等
又
は
平
成
二
十
四

年
一
元
化
法
改
正
前
国
共
済
法
に
よ
る
障
害
共
済

年
金
若
し
く
は
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
改
正
前

地
共
済
法
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
が
支
給
さ
れ
る

場
合
を
除
く
。
）

旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
年
金

○
・
八
九

２

法
附
則
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
は
、
同

２

法
附
則
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
は
、
同

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
休
業
補
償
の
額

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
休
業
補
償
の
額

か
ら
同
一
の
事
由
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲

か
ら
同
一
の
事
由
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
旧
国
民
年
金
法
の
障
害

げ
る
給
付
の
額
（
障
害
厚
生
年
金
等
及
び
障
害
基
礎
年
金
が
併
給

年
金
の
額
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て
得
た
額
を
控
除
し
た
残
額
に

さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
合
計
額
）
を
三
百
六
十
五
で
除

相
当
す
る
額
と
す
る
。

し
て
得
た
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。
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